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要旨 
本研究ノートの目的は，現代の遊び場における遊具が意味しているものを明らかにすることである。この目的を達成する
ために，高知県香美市にある秦山公園子どもの広場を事例として取り上げた。主に遊具の配置や注意喚起に着目し， 国土
交通省作成の「都市公園における遊具の安全確保に関する指針（改訂版）」（2008）を踏まえつつ考察した。その結果，遊具
の配置には，安全確保のために，利用者の年齢や保護者への配慮や工夫があることが明らかになった。また，注意喚起の内
容からは，遊具を利用する子どもと保護者の自己責任を前提としていることがわかり，それには，現代の子どもと保護者の
安全確保に関する意識の希薄さが背景にあると推察された。その一方で，安全を確保するために，子どもの遊びがもつ冒険
的・挑戦的な要素が制限されている，という新たな課題が浮かんできた。 
 
はじめに 
現代は，子どもの遊び場が失われてきているのではな
いだろうか。松山東雲短期大学保育科教授の児島雅典は，
『あそび空間』と類似した概念に『遊び場』があると述
べ，「子どもたちが遊ぶために人為的に用意された（公園
などのような）空間を意味する」1と，説明している。さ
らに，都市化の進展に伴い，道路や空き地で遊ぶことの
危険性をかんがみて作られたことが，現代の遊び場の特
徴であるという2。このことから，現代の遊び場は，安全
性を求めて人為的に作られたものであることがわかる。 
しかし，近年，公園の遊具での事故が相次ぎ，死亡事
故も起こっている。このことが問題視され，公園の遊具
が使用禁止になったり，急速に撤去されたりしている3。
子どもの遊びの安全確保のために作られた遊び場ある
が，そこにある遊具の安全性が問われるという矛盾が起
こっているのである。現代の遊び場は，遊具の安全性と
その活用の見直しが求められているのではないだろう
か。 
以上のことを踏まえ，本研究ノートでは，高知県香美
市にある，秦山
じんざん
公園子どもの広場の遊具に着目して，現
代の遊び場における遊具が意味しているものを明らかに
する。秦山公園は，高知の好きな公園ランキング第 1 位
に選ばれており4，それは現代の遊び場における遊具に求
められているものの指標になっていると考え，事例とし
て取り上げる。なお，遊具の安全面については，国土交
通省作成の「都市公園における遊具の安全確保に関する
指針（改訂版）」（2008）を踏まえつつ，事例を検討して
いく。 
 
１．国土交通省「都市公園における遊具の安全確保に関
する指針」 
国土交通省は，「都市公園における遊び場の安全性を
一層高めるためには，子どもの遊びの特性や遊具に係る
事故等を踏まえ，関係者の共通認識の醸成を図るととも
に，公園管理者において適切な安全措置を講ずることが
必要」5であるとし，2002（平成 14）年 3 月に「都市公
園における遊具の安全確保に関する指針」及び同指針の
解説版をまとめ，公園管理者などへ通知し，都市公園に
おける遊具の安全確保に関する基本的な考え方を示し
た。 
この指針は，初版の策定から 6 年以上が経過した 2008
（平成 20）年 8 月に改訂され，「都市公園における遊具
の安全確保に関する指針（改訂版）」（以下，「遊具指針」
と表記する）が作成されている。その背景としては，「初
版の策定から 6 年以上が経過し遊具の設置状況に変化が
見られること」6や「遊具における重大事故発生状況とし
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て，公園管理者の点検不備に起因する事故が増加しつつ
あること」7などを上げている。これらを踏まえて，国土
交通省公園緑地・景観課 HP「『都市公園の遊具の安全確
保に関する指針（改訂版）』の概要とポイント」による，
主な改訂のポイント 4 点を見ていく8。まず 1 点目は，遊
具の老朽化対策を強化するため，「標準使用期間」と「消
耗部材の推奨交換サイクル」の考え方を新たに導入した
ことである。2 点目は，維持管理計画の内容を明確化し
たことである。3 点目は，安全点検の視点について，材
料特性や遊具の種類に応じた点検，構造部材や消耗部材
の点検等の項目毎に明確化したことである。そして 4 点
目は，「点検記録書」の位置づけの明確化と点検後に実施
した措置の履歴を記録し遊具ごとに保管する「遊具履歴
書」を導入したことである9。以上のことから，「遊具指
針」では，老朽化による事故を防ぐための措置として，
遊具の老朽化対策や安全点検体制の強化に重点が置かれ
ていると理解できる。 
さらに，国土交通省は，2008（平成 20）年改訂以後の
都市公園における遊具の安全確保に関する諸課題に対応
するため，2014（平成 26）年 2 月 7 日に「『都市公園に
おける遊具の安全確保に関する指針（改訂第 2 版）（案）』
関する意見公募について」というパブリックコメントを
出している10。このように，都市公園は，公園の遊具で
の事故が顕著に問題視されだして以来，繰り返し見直し
と改善が行われている。 
なお，本研究ノートで用いる「遊具指針」は，「本書
の読み方」と「まえがき」（pp. 1-2.）に始まり，「子ども
の遊び」（pp. 4-6），「子どもの遊びにおける危険性と事故」
（pp. 7-11），「遊具における事故と安全確保の基本的な考
え方」（pp. 11-17），「各段階での安全確保の考え方」（pp. 
18-71）について記述されている。 
 
２．秦山公園における子どもの広場 
秦山公園は高知県香美市の中心街に近い山に位置す
る，緑に囲まれた公園である。子どもの広場は，秦山公
園の一部であり，小学生向けの大型遊具「おおきな森の
物語」，幼児向けの大型遊具「どんぐりの森」，「ふわふわ
ドーム」，「小型遊具」，「健康遊具」がある11。 
「遊具指針」が出された 2002（平成 14）年，当時の
高知県香美郡土佐山田町（現高知県香美市）12では，秦
山公園子どもの広場の施設整備が行われた。高知県香美
市から発行されているパンフレット「秦山公園子どもの
広場」によると，秦山公園は，「運動施設を中心に散策，
休憩，レクレーション等，子どもから高齢層までの利用
を目的に整備されて」13おり（図 1 参照），さらに，子ど
もの広場は，「平成 14 年に旧土佐山田町の小学校児童を
代表とした『子どもの広場整備構想検討委員会』により
『夢いっぱいの遊び場に…』との思いを基に遊具の選定
がおこなわれ施設整備が進められ」14た，との記載があ
る。 
また，香美市役所建設課都市計画班の山中久喜氏は，
「遊具の設置にかかわった私たちが考えたことは，遊具
で遊ぶのは子どもたちであって，作る大人ではないとの
考えから，子どもの目線で遊具を選ぶことが大事である
との結論に至り，子どもの広場整備構想委員会を立ち上
げ，小学校の各校代表の子どもたちによる，先進公園施
設の視察やワークショップを行い，遊具を選定しました。
（中略）遊具は，国土交通省の 2002 年版『都市公園にお
ける遊具の安全確保に関する指針』と日本公園施設業協
会の 2002 年『遊具の安全に関する基準』15に基づいて設
置しており規定の安全を確保しています」16と述べてい
る。 
現在では，高知の好きな公園ランキング第 1 位に選ば
れている秦山公園であるが17，山中氏が述べているよう
に，子ども目線で遊具の選定を行い，安全が確保された
公園であることが，子どもからも保護者からも支持を得，
ランキング結果に繋がったのではないだろうか。そこで，
具体的に遊具の安全確保のために，どのような工夫がさ
れているのか，「遊具指針」を参考にしながら考察してい
くことにしたい。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３．遊具利用者の年齢についての考え方 
本節では，特に秦山公園子どもの広場に設置されてい
る，注意喚起の立て看板に焦点を当て，遊具利用者の年
齢への配慮を明らかにしていく。「遊具指針」のまえがき
の「Ⅱ対象と適用範囲」では，「本指針の対象となる遊具
の利用者は，幼児から小学生（おおむね 3 歳から 12 歳）
を基準とし，このうち幼児の利用については，保護者が
同伴していることを前提とする」18という記述がある。
さらに解説 5）では，「（前略）身体的能力などが十分で
ない幼児（おおむね 3 歳から小学校就学前の者）につい
ては，保護者が同伴していることを前提とする。また，3
歳未満の乳幼児にあっては，保護者による安全確保が必
図 1 秦山公園の全体図（高知県香美市「秦山公園 
 子どもの広場パンフレット」（頁数記載なし）） 
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要であり，遊具を利用する場合には，常時保護者等とと
もに利用することを前提とする」19と記されている。 
つまり，「遊具指針」では，遊具利用者の年齢の適応
範囲を示しているのである。また，年齢に応じて，保護
者の同伴や常時保護者等とともに利用することが前提と
して示されている。このことゆえか，秦山公園子どもの
広場には，遊具の使い方に関する注意喚起の立て看板が
設置されている（図 2 参照）。そして，この立て看板の右
下には，【公園
こうえん
を利用
りよう
される方
かた
へ】
」
「■6才
さい
までの幼児
よ う じ
に
は大人
お と な
が必
かなら
ず付
つ
き添
そ
ってください。」と注意書きがある
（図 3 参照）。「遊具指針」の内容を踏まえて，公園の利
用者に大人の付き添いを呼びかけていることは，遊具で
の安全確保をより確実なものにしようとする公園管理者
側の意図が読み取れる。また，この立て看板は，「おおき
な森の物語」，「どんぐりの森」，「ふわふわドーム」の近
くにそれぞれ一つずつ設置されている。大型遊具ごとに
設置することも，同じような意図があると推察される。
さらに，パンフレット「秦山公園子どもの広場」及び，
「秦山公園子どもの広場あそびのルール」においても，
「こどもの広場利用上の注意」として，「6 歳までの幼児
には大人が必ず付き添って下さい」20と記載されている。
これらについても，幼児の利用については，保護者が同
伴しているこがを前提となっていることを利用者に示し
たもの，と理解できる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．子どもの遊びの特徴と秦山公園子どもの広場独自の
注意喚起 
「遊具指針」では，子どもの遊びについて「子どもは，
遊びを通して自らの限界に挑戦し，身体的，精神的，社
会的な面などが成長するものであり，また，集団の遊び
の中での自分の役割を確認するなどのほか，遊びを通し
て，自らの創造性や主体性を向上させてゆくものと考え
られ」21，そのため，「遊びは，すべての子どもの成長に
とって必要不可欠なものである」22と，遊びの果たす役
割と遊び場で遊ぶことの意義が明示されている。 
では，子どもの遊びにはどのような特徴があり，また，
危険性があるのだろうか。このことについて，「遊具指針」
の「1．子どもの遊び」の 1－2 では「子どもが遊びを通
して冒険や挑戦をすることは自然な行為であり，子ども
は予期しない遊びをすることがある」23，1－3 では「子
どもは，さまざまな遊び方を思いつくものであり，遊具
を本来の目的とは異なる遊びに用いることもある」24と
記述されている。「遊具指針」では，子どもの遊びは肯定
的に捉えられているという印象を受ける。言い換えれば，
子どもの予期しない遊び方も自然な行為として受け止
め，遊具を本来の目的とは異なる遊びに用いることもあ
ることを想定するよう示唆しているのである。さらに ,
解説では，「遊具のさまざまな遊び方の例」として，「す
べり台を複数人数で滑る，すべり台を腹這いになり頭か
ら滑る，ぶらんこで立ち漕ぎをする」25，「本来の目的と
は異なる利用の方法の例」として，「すべり台の滑降面を
駆け上がる，ラダーの握り棒の上を歩く，事故防止のた
めに設置した柵で鉄棒遊びをする」26ように，遊び方の
具体例が挙げられている。 
ここで，秦山公園子どもの広場に設置されている，注
意喚起の立て看板に注目し，その意図を考察していくこ
とにする。この立て看板には，遊具の使い方が具体的な
言葉とイラストで示されている（図 4 参照）。その内容を
見ると，秦山公園子どもの広場では，「遊具指針」に示さ
れている，「子どもの予期しない遊び」と「本来の目的と
は異なる利用の方法」を踏まえて，注意喚起がされてい
る，と解することができる。すべり台の遊び方について
は，図で紹介したもの以外にも注意書きがあり，すべり
台以外のブリッジ，クライム，ステップなど，大型遊具
に含まれている遊具についても，それぞれ具体的な注意
書きがある。また，注意のみではなく，遊具の正しい使
い方も示されている。これらは，秦山公園子どもの広場
の独自性を表している。注目したいのは，立て看板で使
用されている文字が，ひらがなとカタカナであること，
○と×で適切か不適切かを表していることである。これ
らのことから推察されるのは，この立て看板は大人だけ
ではなく，幼児や小学校の低学年の児童をも対照にして
おり，視覚的に分かりやすいように工夫して注意喚起が
されている，ということである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
香美市では，この立て看板と同じ注意喚起のイラストと
言葉が載せられているパンフレット「秦山公園 子どもの
図２ 立て看板 
（2014年5月17日 
筆者撮影） 
図３ 立て看板，利用者向けの記述
     （2014年6月23日 筆者撮影）
図４ 立て看板拡大図（2014年6月23日 筆者撮影） 
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広場 あそびのルール」を毎年，市内の小学生全員に配布
しており27，徹底した注意喚起が行われている。このパ
ンフレットは，香美市公式ホームページでも PDF 版をダ
ウンロードすることができ，広く注意喚起を行っている。 
 
５．遊具の安全確保の基本的な考え方と保護者の役割 
しかし，次に問いたいのは，遊具での遊び方の注意喚
起をすることで，安全確保ができたと言えるのかという
ことである。「遊具指針」では，子どもの遊びの危険性を
リスクとハザードに区分している。リスクとは，「事故の
回避能力を育む危険性あるいは子どもが判断可能な危険
性」28であり，ハザードとは，「事故につながる危険性あ
るいは子どもが判断不可能な危険性」29である。公園管
理者は，特に，ハザード面での事故を防ぐよう努めなけ
ればならない。というのは，ハザード面での事故は，危
険かどうか判断ができない子ども自身では防ぎようがな
いため，周りの大人が回避の方向に導かなければならな
いからである。前節で述べたような注意喚起の立て看板
は，利用者が意識して見た場合は，有効であると考えら
れるが，その徹底は難しい。もちろん，その際，遊具が
適切に設置されていること，定期的な点検が行われてい
ることが前提であるが，ここで注目したいのは，公園を
利用する保護者の役割である。というのも，公園管理者
が可能な安全確保は，遊具の点検，整備，遊び方の注意
喚起にとどまり，最終的に子どもの安全を確保できるの
は，実際に遊具での遊びを側で見守っている保護者だと
考えるからである。そこで，この節では，「遊具指針」と
秦山公園子どもの広場に設置されている，注意喚起の立
て看板（図 3 参照）から，遊具での遊びを見守る保護者
の役割について明らかにしていく。 
「遊具指針」の「3. 遊具における事故と安全確保の基
本的な考え方」の 3－1 では，「子どもと保護者は，遊び
には一定の自己責任が伴うものであることを認識する必
要があり，保護者は，特に，自己判断が十分でない年齢
の子どもの安全な利用に十分配慮する必要がある」30と
述べられ，遊具の利用者の自己責任が基本的な考えであ
ることが強調されていることがわかる。さらに興味深い
のは，「保護者は，子どもの遊びを見守り，危険な行動に
対しては注意あるいは制止し，遊具の安全な利用につい
て指導することが必要である」31と解説されている点で
ある。ここに，遊具の安全確保における保護者の見守り
と指導という役割が示されている。秦山公園子どもの広
場に設置されている，注意喚起の立て看板を見てみると，
遊び方の指導についての注意書きがあり，「遊具指針」の
内容と合致している。また，「遊具の誤った使用による事
故については責任を負えませんので，ご了承ください」
とまで書かれており，「遊具指針」よりも，利用者の自己
責任という点が強調されている。また，この記述により，
保護者による遊び方の指導の重要性が示唆されており，
その役割の大きさを利用者に示しているととらえること
ができる。 
 
６．遊具の安全対策の考え方―遊具配置への配慮と工夫― 
 これまでの節では，遊具の利用者への注意喚起と安全
確保の基本的な考え方について見てきた。では，実際の
遊具には，安全確保のためにどのような配慮や工夫がさ
れているのだろうか。この節では，この点に関して，特
に遊具の配置に注目して，「遊具指針」と秦山公園子ども
の広場の遊具を参考に考えていく。 
「遊具指針」では，遊具の配置については，「遊具周
辺も含めた利用動線や各遊具の運動方向を考慮した安全
領域に配慮する」32ことの必要性が記載されている。具
体的には，「幼児と小学生の双方が利用可能な遊具もある
が，一方の年齢層の利用には適さない遊具もあり，能力
に適合しない遊具の利用による事故や衝突事故を避ける
ため，幼児用遊具と小学生用遊具の混在を避けるなどの
安全対策を講ずる」33ように示されている。この点に着
目しつつ，秦山公園子どもの広場の遊具の配置を見てみ
ることにする。秦山公園子どもの広場には，大きく三つ
の遊具がある。一つは，小学生向けの大型遊具「おおき
な森の物語」，二つ目は，幼児向けの大型遊具「どんぐり
の森」，そして，小型遊具の三つである。図 5, 6 は，「お
おきな森の物語り」の遊具を部分的に撮影したものであ
る。小学生向けの遊具というだけあり，スリルを味わっ
たり，挑戦したりできるような要素を含んだ遊具が多い
印象を受ける。すべり台は長く，傾斜が急なものが多い。
また，大型遊具自体が丘のような傾斜に設置されており，
遊具全体的に高低差がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 7, 8 は「どんぐりの森」の遊具を部分的に撮影した
ものである。遊具の高さが全体的に低く，大人の腰の高
さ前後くらいであった。すべり台は短く傾斜も緩やかで
あった。「車椅子でも遊べる」をテーマとしたユニバーサ
ル遊具である「どんぐりの森」には，スロープがある34。
図５ すべり台 
（2014年5月17日  
筆者撮影） 
図６ みのむしぶらんこ 
（2014年5月17日 筆者撮影） 
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スロープがあることで，車椅子で遊べることはもちろん，
同時に，子どもは必ず安全に遊具から降りられる場所が
あり，安心して遊ぶことができるのではないかと推察さ
れる。また，遊具の中心部には砂場があり，筆者が公園
を訪れた際には，親子で遊んでいる姿が見られた。親子
で一緒に遊べる空間も安全確保の一つの方法なのかもし
れない。 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
これらの 2 基の大型遊具は，それぞれ独立して設置され
ており，「遊具指針」で示されているように幼児用遊具と
小学生用遊具の混在を避けた遊具の配置になっていると
解することができる。また，「小型遊具」については，2
基の大型遊具からは，さらに離れた平地に設置されてい
る（図 9 参照）。「小型遊具」を利用する子どもは，幼児
の中でも低年齢の子どもではないかと予想されるが，遊
具と遊具の間隔が広く，親子でゆったりと安全に遊ぶこ
とができそうなである。（図 10，11 参照）このように，
秦山公園子どもの広場では，幅広い年齢の子どもが安全
に利用できるように，遊具の配置への配慮と工夫がされ
ているととらえることができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ベンチの配置も遊具の配置とともに重要であると考え
る。「遊具指針」では，遊具の配置に関する解説において
「地域住民との連携による安全確保の観点から，保護者
や一般の公園利用者が遊び場を見渡せるような位置にベ
ンチを配置することなどについて検討する」35というこ
とが記載されている。秦山公園子どもの広場にもたくさ
んのベンチが設置されており，そのどれもが遊具を見渡
せる配置である（図 12, 13 参照）。前述したとおり，遊
具での安全確保においては，保護者の役割が重要視され
ているため，子どもの遊びを見守ることができるように
ベンチが配置されているととらえることができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
８．おわりに 
以上述べてきたように，秦山公園子どもの広場におい
ては，公園利用者に対して，保護者の同伴やその責任に
ついての注意喚起が行われていた。それは，公園内の立
て看板だけでなく，パンフレットと高知県香美市のホー
ムページによって，広く呼びかけていたのである。これ
ほどにおよぶ注意喚起は，管理責任者の責任回避ではな
いか，と捉えられがちである。しかし，これには，現代
子どもや保護者・地域住民の姿が背景にあるのではない
だろうか。つまり，現代の子どもは，遊具で遊ぶ際に注
意喚起が無ければ，意識して安全を確保することができ
なくなってきていると考えられる。また，保護者や地域
住民においても，子どもの見守りが自然に行われなくな
っていると予想される。このことは，「都市公園における
遊具の安全確保に関する指針（改訂版）」（2008）におい
ても，遊具を利用する子どもと保護者にも自己責任が伴
図7 すべり台（左）とスロープ（右） 
     （2014年5月17日 筆者撮影） 
図８ 砂場 
（2014年5月17日
筆者撮影） 
図９ 秦山公園子どもの広場全体図 
（高知県香美市「秦山公園子どもの広場パンフレット」 
（頁数記載なし）） 
図10 小型遊具全体図
（2014年6月23日 
筆者撮影） 
図11 小型遊具 
（2014年5月17日 
筆者撮影） 
図12 ベンチ① 
（2014年6月23日 筆者撮影） 
図13 ベンチ② 
（2014年6月23日 筆者撮影） 
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うことが強調されているのとともに，地域住民との連携
についても記述が及んでいることからもうかがわれる。
このように考えると，これからの遊び場は，利用者の安
全確保への意識を高めるためにも，遊具の使用に関して，
秦山公園子どもの広場のように重ねた注意喚起をしてい
くことが，今以上に求められていくと予想される。 
しかし，さらなる検討課題もある。というのも，現代
の遊具は“安全”ということにとらわれ過ぎて，禁止事
項が増えたり，遊びが制限あるいは固定化されたりして
いる部分があるのではないかと考えられるからである。
第 4 節において，秦山公園子どもの広場の注意喚起の立
て看板の内容に触れたが，そこでは，適切な遊び方と不
適切な遊び方が具体的に示されていた。しかし，そこで
示されている不適切な遊び方とは，本当に不適切なのだ
ろうか。「遊具指針」で述べられているように，子どもが
遊びを通して冒険や挑戦をすることは自然な行為であ
る。その中で，時には痛い目に遭ったり，危険な目に遭
ったりすることもあるだろう。そして，これらの経験は，
子どもが危険回避の方法を身に付けたり，危険を予知し
たりできるようになるための重要な経験の一つであると
考えられる。不適切とされている遊び方は，もしかした
ら，子どもにとっては必要な遊び方なのかもしれない。
ここに，遊具の安全確保が重要視される現代において，
いかに安全で冒険的，挑戦的な経験をさせるかという，
矛盾した課題が浮かび上がってくる。これらを明らかに
することは，今後の課題としたい。 
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